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 平成２３年度 地産地消事例調査・提供事業（農林水産省）  

 

平成 23 年度 地産地消活動調査報告会 開 催 要 領 

テーマ「地産地消活動を進める、最前線の自治体に学ぶ」 

 

１  趣 旨                                    

地域で生産された農林水産物の地域内消費・活用を進める地産地消が全国各地で盛んになってお

り、各自治体においては地産地消推進計画等の策定を通じて、地域の特色を活かした活発な地産地

消の事例が数多く創出されています。一方で、地産地消活動の点から面への拡大や地域内の体制づ

くりなどにおいて課題を有する地域もあり、地産地消活動の発展に向けては、実態と課題を明らか

にすることが求められています。 

本調査では、これまでに「地産地消推進計画」を策定し、これに基づいた実践活動が官民協働で

進められている全国１０地区の優良事例について、経緯や活動実態さらに効果や課題の調査及び全

国約６００の計画策定自治体へのアンケートによる実態調査を進めてまいりました。この調査結果

等を広く共有し、地産地消活動の新たな展開や課題解決に広く役立てることを目的に全国３会場で

調査報告会を開催いたします。地産地消活動の推進に関心をお持ちの皆様、課題を抱えておられる

皆様など、全国から関係各位の参加をお待ちしています。 

 

２  開 催 場 所                                    

① 南 房 総 会 場（千葉県南房総市）平成 24 年 2 月 2 日（木）～3日（金） 
② 白 山 会 場   （石川県白山市） 平成 24 年 2 月 23 日（木）～24 日（金） 
③ 東 京 会 場   （東京都千代田区）平成 24 年 3 月 1 日（木） 

 
３  参 集 範 囲・定 員                                  

地産地消の推進を進める地域関係者（行政、事業主体、ＪＡ、生産者等）、地産地消活動の

推進に関心を持つ方（企業、学生、一般）等どなたでも参加出来ます（事前登録制） 
●南房総・白山会場：定員各６０名  ●東京会場：定員１００名 

 
４  内 容                                    
調査報告、事例紹介、全体討議、交流会、現地視察（南房総・白山会場のみ） 

 
５  参 加 経 費 等                                     

調査報告会参加は無料。※交流会・宿泊・現地視察（昼食代のみ徴収）に参加される場合は、それ

ぞれ実費相当がかかります。金額は各会場の案内をご参考下さい。 

 
６  参 加 申 込 方 法                                  

   参加申込書に必要事項をご記入の上、事務局までＦＡＸ又はメールにてお申込み下さい。申込内容を確認後、

事務局より受付確認のメール（又はＦＡＸ）を申し上げます。各会場の受付締切は開催の１週間前と致します。

いずれも先着順で定員となり次第締切となりますので、お早めにお申し込み下さい。なお、実費がかかる分に

ついては開催３日前よりお取消料が発生致しますのでご注意下さい。 

 

主 催  （財）都市農山漁村交流活性化機構（まちむら交流きこう） 

協 力    千 葉 県 南 房 総 市  石 川 県 白 山 市   
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①南 房 総 会 場（千葉県南房総市）          開 催 案 内        

 テーマ：農林漁業と観光が連携した地産地消で、持続可能な地域づくり     

日 時：平成 24 年 2 月 2 日（木）13:00 ～3 日（金）14:30 

会 場：「とみうら元気倶楽部」（富浦公民館）内「さざなみホ－ル」 

〒299-2403 南房総市富浦町原岡 88番地 2 電話 0470-33-3411  

交流会・宿泊：南房総市岩井民宿「蔵屋敷」および「甚平民宿」 

 

2 月 2 日（木）        ※すべて敬称略。当日プログラムに変更がある場合はご了承下さい。 

１３：００  開 会（１２：３０より開場） 
 １３：１５  「地産地消活動の推進に関する調査結果報告」（６０分） 
             ・全国活動調査   筑波大学名誉教授 永 木 正 和（調査委員長） 

・全国実態調査   京都府立大学講師 中 村 貴 子（調査委員） 
１４：２０  「南房総市における地産地消の取組み｣（３０分） 
            ・南房総市地域資源再生課 主査    石 野 正 人  
１４：５０  「道の駅とみうら枇杷倶楽部の活動紹介」（３０分） 
            ・（株）とみうら 取締役 業務部長   鈴 木 賢 二 
 １５：３０  「全体討議・質疑応答」（９０分）※参加者からの事前質問・当日質問も承ります。 
             ・パネリスト：報告者および検討委員 
             ・コーディネーター：産直新聞 編集長   毛 賀 澤 明 宏（調査委員） 
 １７：００  報告会閉会（地産地消交流会出席者・宿泊者移動） 
 １８：００  地産地消交流会 会場「民宿蔵屋敷」  
2 月 3 日（金） 

８：１０  民宿出発・富楽里とみやま集合（視察バス乗車） 
       現地視察：■南房総食品卸売市場 ■東安房漁協（直売、養殖漁業施設） 

■道の駅・三芳村鄙の里（昼食）■道の駅・とみうら枇杷倶楽部 
■道の駅・富楽里とみやま 

１４：４５～ 解散：「ハイウェイオアシス富楽里」（高速バス停）前および「JR富浦駅」 

●千葉県南房総市 平成１８年３月に７町村(富山、富浦、三芳、白浜、千倉、丸山、和田)が合併して誕生（人

口42,000人）。県最南端で温暖な気候の下、びわ、花卉、みかん、水稲栽培が盛ん。献上びわ、高級クロアワビ

の産地、酪農発祥地、捕鯨基地としても名高い。農業産出額は１５８億にのぼる。平成１９年に市に地域再生プ

ロジェクトチ－ムが誕生し、「地産地消推進計画」を策定（２０年２月）。現在は地域資源再生課を中心に、持続可

能な地域再生の視点から地域産業（農林漁業・観光業）連携させた地産地消活動を推進している。 

「道の駅富楽里とみやま」：１階に野菜直売所（出荷者 380 名）、土産販売所（11 業者）、岩井漁港の販売所、

２階に漁港直営レストランと４つの小売店舗が入る。施設全体の年間売上は約11億にのぼる（平成１５年開設）。 
「道の駅とみうら枇杷倶楽部」：規格外の枇杷を活用した加工商品や切花が人気。南房総のランドオペレータ

ーとして地域情報の発信基地となる。加工所も併設し、約 30 アイテムの商品を製造する（平成５年開設）。 
「南房総食品卸売市場」：２３年７月に地産地消と第一次産業の活性化・農家所得の向上を目的に整備。特に

学校給食に地産地消食材を供給する拠点として、集荷ルートの体制を整え、２４年度からの本格稼働の予定。 

「東安房漁業協同組合」：昭和３４年漁港として誕生。千倉民宿組合と協働し、あわび、サザエ、房州えびなど

育てる漁業と「魚っちんぐ」での直販を展開。民宿での食材活用推進や子ども向けの食育活動も実施している。  

南房総会場の参加経費 ※申込内容に沿って当日受付で徴収させて頂きます。お釣銭のないようにご準備願います。 

□交流会費（5,000 円）  □宿泊費（5,000 円・１泊朝食付・全て相部屋）  □視察昼食代（1,500 円） 
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②白 山 会 場（石川県白山市）             開 催 案 内  

 テーマ：日本海から白山麓まで、豊かな地域資源を活かした地産地消   

日 程：平成 24 年 2 月 23 日（木）～24 日（金） 

会 場：「千代女の里俳句館」2階研修室 〒924-0885 石川県白山市殿町 57番地 1 電話 076-276-0819 

交流会・宿泊：｢グランドホテル松任｣ 

 

2 月 23 日（木）         ※すべて敬称略。当日プログラムに変更がある場合はご了承下さい。 

１３：００  開 会（１２：３０より開場） 
 １３：１５  「地産地消活動の推進に関する調査結果報告」（６０分） 
             ・全国活動調査 筑波大学名誉教授   永 木 正 和（調査委員長） 

・全国実態調査 京都府立大学講師   中 村 貴 子（調査委員） 
１４：２０  「白山市における地産地消の取組み｣（３０分） 
            ・石川県白山市地産地消課 課長    中 江 秀 久  
１４：５０  「(株)六星における地産地消の推進活動」（３０分） 
            ・(株)六星 代表取締役会長             北 村  歩（地産地消の仕事人） 

 １５：３０  「全体討議・質疑応答」（９０分）※参加者からの事前質問・当日質問も承ります。 
             ・パネリスト：報告者および検討委員 
             ・コーディネーター：産直新聞 編集長  毛 賀 澤 明 宏（調査委員） 
 １７：００  報告会閉会（地産地消交流会出席者・宿泊者移動） 
 １８：００  地産地消交流会 会場｢グランドホテル松任」  
 
2 月 24 日（金） 

８：００  ホテル前集合・出発（視察バス乗車） 
       現地視察：■まいどさん市場（ＪＡ直売所） ■六星松任店（直売店） 
            ■にわか工房（加工直売）  ■道の駅「食彩館せせらぎ」（直売） 

■河内地場産業センター「白山百膳」（昼食） 
１４：３０～      ■ＪＲ小松駅→小松空港→ＪＲ松任駅の順に送迎・解散 

白山会場の参加経費  ※申込内容に沿って当日受付で徴収させて頂きます。お釣銭のないようにご準備願います。 

□交流会費（5,000 円） □宿泊費（8,560 円・１泊朝食含・すべてシングル室） □視察昼食代（1,500 円） 

●石川県白山市  平成１７年に１市２町５村が合併した、金沢市に次ぐ県内第２位の市（人口１１万人）。肥沃

な大地と手取川の水利を活かした、水田農業や園芸作物が盛ん。近年は剣崎なんば等、伝統野菜の振興も進

める。平成２１年に地産地消課を設置し、「白山市地産地消推進計画」（平成２２年７月）を策定。地産地消の啓

発や食育活動など生産者と消費者をつなぐ事業を展開。市民・事業者・生産者等が協働した地産地消を推進。 

「まいどさん市場」ＪＡ松任が経営する市内最大の直売所。出荷者 370名で年商約 3億 5千万。 
「（株）六星」昭和５０年代に５戸の農家の協同化事業から餅加工に特化。１８年に市内直売店を設置し、弁当・

惣菜部門も強化。金沢市内に２つの直営店を持ち、飲食事業も進出。約 100 名の雇用創出で地域に貢献。 

「にわか工房」集落経営型の直売・加工・飲食施設。そば粉の販売と飲食が人気。オリジナル商品も多数。 

「食彩館せせらぎ」一向一揆の歴史を発信する文化施設に隣接した道の駅にある農産物直売・飲食施設。 

「白山百膳」白山商工会の主導により白山麓地域が連携して、報恩講料理をベースにしたオリジナルの「白山百膳」

を地域の飲食店ごとに提供。富山の五箇山、岐阜の白川郷、福井の勝山など白山文化圏の広域的な事業に発展。

今回は河内地場産業センターの「白山百膳」を昼食として予定。同じくスイーツも「白山モンブラン」として展開。 
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③東 京 会 場（東 京 都 千 代 田 区）         開 催 案 内  

日 程：平成 24 年 3 月 1 日（木） 

会 場：エッサム神田ホール・２ 階「多目的ホール」 

〒101-0045 東京都千代田区神田鍛冶町 3-2-2（JR・地下鉄神田駅よりすぐ） 

 
 １２：３０～ 開 場・集 合 
１３：００  開 会 
 １３：１０  「地産地消活動の推進に関する調査結果報告」（６０分） 
         ・全国活動調査   筑波大学名誉教授  永 木 正 和（調査委員長） 

・全国実態調査   京都府立大学講師  中 村 貴 子（調査委員） 
１４：２０  「北海道帯広市」における地産地消の推進（３０分・質疑含む） 
         ・北海道帯広市 産業連携室 
１４：５０  「秋田県横手市」における地産地消の推進（３０分・質疑含む） 
        ・秋田県横手市 産業経済部マーケティング推進課 
１５：２０  「千葉県南房総市」における地産地消の推進（３０分・質疑含む） 
        ・千葉県南房総市 農林水産部地域資源再生課 
１５：５０  「石川県白山市」における地産地消の推進（３０分・質疑含む） 
        ・石川県白山市 産業部地産地消課  
 １６：２０  全体討議・質疑応答（８０分） 
        パネリスト：報告者および検討委員 
        コーディネーター：産直新聞 編集長    毛 賀 澤 明 宏（調査委員） 
１７：４０  閉 会 
１８：００  意見交換交流会（会費制９０分） 

※活動報告の自治体は変更になる場合がありますことを、予めご了承下さい。 

平成２３年度 地産地消優良活動調査事業の概要 

１．調査期間 平成２３年８月～２４年２月 

２．調査内容 ①全国地産地消優良活動事例調査（全国１０自治体） 

調査地：北海道帯広市、秋田県横手市、山形県鶴岡市、千葉県南房総市、 

長野県安曇野市、石川県白山市、滋賀県東近江市、高知県四万十町、 

長崎県松浦市、沖縄県読谷村 

        ②地産地消活動の推進に関する実態調査（全国６３６自治体アンケート） 

３．調査委員  筑波大学名誉教授           永 木 正 和（委員長）  ※敬称略 

京都府立大学大学院 講師       中 村 貴 子 

産直新聞 編集長（地産地消の仕事人） 毛 賀 澤 明 宏 

森の新聞社 代表（地産地消の仕事人） 森 千 鶴 子 

石川県白山市 地産地消課 課長    中 江 秀 久 

千葉県南房総市 地域資源再生課 主事 川 名  由 希 子       

４．事務局  （財）都市農山漁村交流活性化機構（まちむら交流きこう）地産地消チーム 

        〒101-0042 東京都千代田区神田東松下町４５番地 神田金子ビル５Ｆ 

電話０３－４３３５－１９８３ ＦＡＸ０３－５２５６－５２１１ メールアドレス ｃｈｉｓａｎ＠ｋｏｕｒｙｕ．ｏｒ．ｊｐ 
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平成 23 年度 地産地消活動調査報告会 会場のご案内 
 

 ① 南 房 総 会 場（千葉県南房総市）2月 2日（木）～3日（金）  

会 場：「とみうら元気倶楽部」（富浦公民館）内「さざなみホ－ル」 

〒299-2403 南房総市富浦町原岡 88番地 2 電話 0470-33-3411 

 

 

 

 

 

■交通アクセス■ 

○高速バス停「とみうら枇杷倶楽部」 

前よりすぐ   

※高速バスは東京・千葉・横浜方面 

よりそれぞれあります。        

○ＪＲ内房線「富浦」駅より徒歩15分 

■宿 泊 先■ 

岩井民宿「蔵屋敷」（0470-57-4150） 

「甚平民宿」（0470-57-2614）に分宿

（いずれも相部屋となります）。 

 

高
速
バ
ス
停 

Ｊ
Ｒ
最
寄
駅 
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 ② 白 山 会 場 （石川県白山市）2月 23 日（木）～24 日（金）  

会 場：千代女の里俳句館・2階研修室 

〒924-0885 石川県白山市殿町 57番地 1 電話 076-276-0819 

ＪＲ松任駅前図 

■交通アクセス■  ＪＲ「松任」駅より徒歩１分 

■お車利用の方■ 俳句館ご利用の際は、「松任駅南複合型立体駐車場」が３時間まで無料となります。

駐車券を会館受付までお持ち下さい。３時間以上は１時間１００円となります。 

■宿 泊 先■    「グランドホテル松任」のシングル室でのご宿泊となります。 
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  ③東 京 会 場（東京都千代田区）平成 24 年 3 月 1 日（木）    

会 場：エッサム神田ホール・２ 階「多目的ホール」 

〒101-0045 東京都千代田区神田鍛冶町 3-2-2 電話 03-3254-8787 

 

 

地産地消活動調査報告会・事務局（お問い合わせ先） 

（財）都市農山漁村交流活性化機構（まちむら交流きこう）地産地消チーム 

〒101-0042 東京都千代田区神田東松下町４５番地 神田金子ビル５Ｆ 

電話０３－４３３５－１９８３ ＦＡＸ０３－５２５６－５２１１ メールアドレス ｃｈｉｓａｎ＠ｋｏｕｒｙｕ．ｏｒ．ｊｐ 

ホームページ http://www.kouryu.or.jp/chisanchisho/index.html 

■交通アクセス■  ＪＲ「神田駅」東口・北口 より徒歩１分 

地下鉄・銀座線｢神田駅｣ 3 番出口 すぐ 

※駐車場はございません。ご宿泊が必要な方は各自でご手配下さい。 


